
解け広がる家型

豊かな自然風景とは 住宅の連なる形式の変化

自然風景との暮らしを支える火打柱

解け広がる家型

  豊かな自然風景とは田舎でし
か享受できないものなのだろう
か。都市部や郊外の住宅地に住
む人々にとって、それらは贅沢
品のように扱われている。
都市化・住宅地化が進んだ今、
縁側でくつろぐような豊かな暮
らしのカタチはいかに。

自然風景を取り込む家形へ 斜材を使った構造体

豊かな自然風景は今も昔も実は変わらな
い。ゆったりと見上げれば広がる空と雲
の動き、季節ごとの風のにおいや小さな
庭にも茂る木々の移ろい。失われたのは
むしろそれらを享受できる暮らしのカタ
チである。

①かつての住宅地では揃って北に棟を寄せること
で鄰棟間に縁側や小さな庭の連続する様子が見ら
れた。

②昔のようにご近所さんは顔見知りというわけでもない。
せっかくの大きな窓はカーテンが締め切られ、前庭では何
をするにも居心地が悪いのかデッキスペースは使われない。

解け広がる家型
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西日避けの為に間隔を調整

梯子付きの勝手口から庭へ

楓の木

格子棚に植木鉢や飾りを並べる

内と外、自然と人の居場所が交錯する

従来の家型と自然の関係

外に拡張される壁際 空や木々が人の暮らしに

短手方向の耐力を確保
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長手の庭に演出される” 今日はここ”
南にとった庭に合わせて場面を転換する家族のスペース。
ただっ広いリビングは必要ない。木陰や風の吹く場所を探すよう
に小さな居場所を見つけていく方がずっと多様な暮らしになる。

母の機嫌は空模様
プライバシーの為のカーテンは必要ない。せり出した壁
と木々が程よく暮らしを覆う。天気の変化には敏感なっ
た。今日は星がよく見えそうだ何だと父は外で一服。

窓の外が気になればすぐに確かめにいく子供。自ら自然
を掴みにいく。日常の中にそんな扉を開きたい。
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40mmの隙間から木漏れ日のような

柔らかな光が下の階を照らす
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